
□一般会計 総額

1 △1,500,000 △1,500,000

2 △152,127 △152,956

△112,000

△707,497

192,802

170,550

△152,366

△110,649

151,663

5 187,735 180,000

6 △2,079,767 △2,071,797

7 △171,354 △154,492

△254,800

△124,500

△181,700

△203,600

△319,600

123,400

1,500,000

1 850,000

2 162,946

3 △34,403

4 218,941

5 171,085

減収補塡債

準用河川鳩川改修事業
(河川課)

精算返還金及び市税外過誤納還付金
(財政課)

　過年度に受け入れた国庫支出金の返還金等が当初の見
込みを上回ることから増額するもの

まちづくりセンター等維持管理費
(緑区役所区政策課)

道路改良事業(市内一円)
(緑土木事務所、南土木事務所)

道路改良事業(箇所指定)
(道路整備課、南土木事務所)

　土地開発公社等が取得した用地を買戻しするもの

　執行残額の整理を行うとともに、土地開発公社等が取
得した用地を買戻しするもの

　土地開発公社が取得した用地を買戻しするもの

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援
交付金

403,710,000 △4,540,000 399,170,000 △2,518,962 △2,021,038

令和２年度３月補正予算(Ｎｏ.２)の概要

　精算返還金及び市税外過誤納還付金、土地開発公社等からの用地買戻しや特定目的基
金への積立て等について補正予算を計上するとともに、執行残額の整理、継続費及び繰
越明許費の補正等を行うもの

△４，５４０，０００千円

補正前 補正額 補正後
補正額の財源内訳

特定財源

(以下単位は全て千円)

一般財源

主　な　内　容

4

3 国庫支出金 △967,420

＊歳入予算の主なもの

繰入金

市債 373,0008

＊歳出予算の主なもの

寄附金 新型コロナウイルス感染症対策支援寄附金

財政調整基金繰入金

企業立地特別融資預託金元金収入

一般廃棄物処理事業債

社会福祉施設整備事業債

公共事業等債

一般単独災害復旧事業債

主　な　内　容

公共土木施設災害復旧事業費国庫負担金

新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金

北清掃工場改良事業交付金

道路維持事業補助金

県支出金 △246,296
施設開設準備経費支援事業補助金

地方消費税交付金 地方消費税交付金

使用料及び手数料 有料自転車駐車場駐車料

児童保護措置費負担金

　執行残額の整理を行うとともに、土地開発公社が取得
した用地を買戻しするもの

諸収入

施設整備事業債(一般財源化分)

補助・直轄災害復旧事業債(過年)
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6 7,007

7 380,475

8 150,000

9 180,000

10 150,000

1 総　額

期　間

内　容

1

(高齢・障害者福祉課) 繰越額 74,690
2

繰越額 20,000
3

繰越額 381,938

4

繰越額 366,044

5

繰越額 6,286
6

繰越額 229,125

7

繰越額 3,043

8

(リニア駅周辺まちづくり課) 繰越額 26,664

9

繰越額 552,884

10

繰越額 458,136

11

繰越額 392,857

7,049,089千円⇒6,917,182千円

平成２９年度から令和２年度まで(変更なし)

執行残の整理及び財源内訳の変更

特別養護老人ホーム等改修費補助金 　関係機関との協議等に日時を要したこと等により、年
度内の完了が困難となったもの

都市計画道路整備事業(箇所指定)
(道路整備課)

準用河川姥川改修事業
(河川課)

　執行残額の整理を行うとともに、土地開発公社等が取
得した用地を買戻しするもの

　執行残額の整理を行うとともに、公共用地先行取得事
業特別会計で取得した用地を買戻しするもの

北清掃工場基幹的設備等改良事業

寄附金積立基金積立金
(財政課)

　新型コロナウイルス感染症対策の財源として、寄附金
積立基金積立金へ積立てを行うもの

橋りょう長寿命化事業
(ＪＲ東跨線橋修繕工事負担金ほか９) 　着工後の工事作業中において、更なる追加工事が必要

なことが判明したこと等により、年度内の完了が困難と
なったもの

スポーツ・レクリエーションゾーン整備事業 　関係機関との協議等に日時を要したこと等により、年
度内の完了が困難となったもの

(道路整備課、緑土木事務所、
南土木事務所)

道路改良事業
(県道７６号(山北藤野)道路改良事業ほか６) 　地権者との協議等に日時を要したこと等により、年度

内の完了が困難となったもの

(津久井土木事務所、南土木事
務所)

(公園課)

狭あい道路等整備事業

当麻地区整備促進事業
(市道当麻２９５号道路改良事業) 　地権者との協議等に日時を要したこと等により、年度

内の完了が困難となったもの
(都市整備課)

(道路整備課)

　地権者や関係機関との協議等に日時を要したこと等に
より、年度内の完了が困難となったもの

林道維持管理費 　関係機関との協議等に日時を要したこと等により、年
度内の完了が困難となったもの(津久井地域経済課)

産業集積促進基金積立金
(産業・雇用政策課)

　産業集積促進条例に基づく奨励金の財源として、産業
集積促進基金へ積立てを行うもの

公共施設保全等基金積立金
(財政課)

　公共施設の保全・活用を図る事業の財源として、公共
施設保全等基金へ積立てを行うもの

　地権者による支障物件の除却に時間を要したこと等に
より、年度内の完了が困難となったもの(南土木事務所)

【事業の進捗に伴う総事業費等の変更】

＊継続費の補正

＊繰越明許費の設定(１１件)

道路維持管理計画事業
(市道篠原新和田法面修繕事業ほか４) 　着工後の工事作業中において、更なる追加工事が必要

なことが判明したこと等により、年度内の完了が困難と
なったもの

(清掃施設課)

都市計画道路等整備事業
(県道５２号(相模原町田)道路改良事業ほか４) 　地権者による支障物件の除却に時間を要したこと等に

より、年度内の完了が困難となったもの

(管財課、道路整備課、津久井
土木事務所)

(津久井土木事務所、南土木事
務所)

広域交流拠点推進事業
(リニアまちづくり関連推進事業) 　関係機関との協議等に日時を要したこと等により、年

度内の完了が困難となったもの

公共土木施設災害復旧費
(県道５２２号(棡原藤野)ほか８)
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□介護保険事業特別会計
総額

1 △25,000 △25,000

1 △11,000

2 △14,000

□母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
総額

1 △10,000 △10,000

1  一般事務費(子育て給付課) △10,000

□自動車駐車場事業特別会計
総額

△15,000

△8,000

△28,000

△30,000

△20,000

2 101,000 101,000

1 0

□麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業特別会計
総額

1 △42,000 △42,000

1 △42,000

＊歳出予算

＊歳入予算

繰入金 　一般会計繰入金

土地区画整理事業費
(麻溝台・新磯野地区整備事務所)

　執行残額について整理するもの

内　容

内　容

△１０，０００千円

＊歳入予算 内　容

繰入金 　一般会計繰入金

＊歳出予算

０千円

＊歳入予算 内　容
　相模大野駅立体駐車場駐車料

＊歳出予算
駐車場維持管理費
(都市整備課)

　橋本駅北口第１自動車駐車場駐車料

　相模原駅自動車駐車場駐車料

要介護認定事務費
(介護保険課)

△４２，０００千円

△２５，０００千円

＊歳出予算

＊歳入予算 内　容

繰入金 　事務費繰入金

1

内　容

　新型コロナウイルス感染症の影響により駐車場使用料
が減少したため、財源補正を行うもの

繰入金 　一般会計繰入金

　相模大野駅西側自動車駐車場駐車料

財産収入 △101,000

介護認定審査会経費
(介護保険課)

　執行残額について整理するもの

　執行残額について整理するもの

内　容

内　容

　橋本駅北口第２自動車駐車場駐車料
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□公共用地先行取得事業特別会計
総額

1 495,000 495,000

1 495,000

1

繰越額 189,884

□公債管理特別会計
総額

1 495,000 495,000

1 495,000

内　容＊歳入予算

繰入金

満期一括償還元金積立金
(財政課)

　公共用地先行取得事業特別会計繰入金

４９５，０００千円

道路用地取得事業費
(県道５２号(相模原町田)ほか２) 　支障物件の除却に日時を要したため、年度内の完了が

困難となったもの

＊歳出予算

＊繰越明許費の設定

４９５，０００千円

＊歳入予算

財産収入

公債管理特別会計繰出金
(土地利用調整課)

　公共用地売払収入

内　容

＊歳出予算

内　容

内　容

　公債管理特別会計への繰出しを行うもの

　減債基金への積立てを行うもの

(道路整備課)
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